
2017年３月期 第2四半期 決算説明会 
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■ 事業の取り組み 



2020年Ｖｉｓｉｏｎの達成に向けて 

Energy Storage 
CFRP Parts 
        etc. 

部品事業（新技術・新製品） 

2020年Vision 
卓越した技術と特長ある製品で真のワールドワイドプレイヤーになる 

部品事業（既存製品） 

完成車事業 
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第11次中期 
「変革と仕込み」 

第12次中期 
「育成」 

方針検討 

完成車事業 

2011年 ～ 

部品事業 （新技術・新製品） 

部品事業 （既存製品） 

～ ～ 2013年 2014年 2016年 2017年 2019年 2020年 

第13次中期 
「収穫」 



2020年Ｖｉｓｉｏｎ策定時からの変化 

・ 2017年 FCVプラットフォームを用いたPHV、BEVを投入予定 

クルマの電動化が加速 （例：Hondaのグローバル取り組み） 

現在 2020 2030 ・ 2050年めど 
  CO2総排出量を2000年比半減 

・ 2020年 二輪、四輪、汎用の使用時の CO2排出原単位を2000年比30％減 

・ 2030年めど 
  販売数の2／3を電動車（PHEV、HEV、FCV、BEV）に 
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・ 2020年頃 GMと共同開発の燃料電池システムを実用化 



クルマの進化を踏まえた当社製品イメージ 
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大量生産 

少量生産 

現在 2020 

燃料タンク 
サンルーフ 

樹脂部品 

完成車 

二輪部品 

高圧タンク 

CFRP 

完成車＋福祉車両・特装車 



人、技術・製品、グローバルオペレーションの質を高め 
競争力を発揮させる 
「収穫と の期」 

第１３次中期の位置づけ 

2010 

2011  ～  2013 

2030 

第11次中期 
「変革と仕込み」 

2030年 
Vision 

第12次中期 
「育成」 

第13次中期 
「収穫と進化」 

2020年 
Vision 

第14次中期 
第15次中期 

第16次中期 

将来・次世代を見据えた新製品・新技術の仕込み＝進化 

2014  ～  2016 
2017  ～  2019 

2020  ～  2022 
2023  ～  2025 

2026  ～  2028 

2025 2020 現在 

backcasting 
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 部品事業 
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燃料タンク 進化の方向性 
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機能部品 
内蔵技術 

環境規制強化対応（超低透過） 
揺動音対策 

さらなる薄肉・軽量化 

時代進化   

 
性 
能 

2015 2025 2020 

密閉・気化抑制技術 
高機能タンク 

北米・欧州・中国 

電動化進展に 
伴う密閉化 
→ 耐圧性能強化 

クルマの進化を見すえた 
燃料タンクの開発 

“Global transport outlook to 2050“ 
（International Energy Agency） 
より当社作成 

地域特化・廉価仕様 

世界の乗用車・小型車 
販売台数の見通し 

超廉価タンク 

アジア大洋州・新興国 

高機能化 

廉価化 



機能部品内蔵技術の適用拡大 

9 環境対応に追従できるタンクの構造・製法を確立し、順次適用拡大 

製
法 
A 

製
法 
B 

製
法 
C 

～ 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 ～ 
第12次中期 第13次中期 

高い 

製
造
コ
ス
ト
／
技
術
の
難
易
度 

量産開始 

量産開始 

量産開始予定 

仕様確立   Honda向け量産 Honda以外向け量産 

機能部品内蔵技術 
（例：クリップの装着） 

・ タンクの層に穴を開け、外側から取り付け 

〈新製法〉 

・ タンクの内側に溶着 ⇒ バリア層を壊さない 

タンクの層 
（外側） 

（内側） （バリア層） 

〈従来製法〉 タンクの層 
（バリア層） （内側） 

TANK内面に 
部品を溶着 

ブラケット等を 
内蔵化 



パーソナル空間の快適を（スタンダードサンルーフ） 
                         ⇒ 同乗者と共感する空間へ（パノラマサンルーフ） 

バリエーション拡大と高効率生産ラインの構築 

営業・開発・調達・生産のグローバルオペレーション 
構成部品の自前化 

サンルーフに対する取り組み 

 
魅
力 

ニーズをとらえたトップクラスのサンルーフをグローバルに供給 

セダン 

2015 2020 2025 2030 

SUV・ミニバン市場拡大 

10 
時代進化   



パノラマサンルーフの適用拡大 

Type 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

アウターパノラマ 
ver.1 

インナーパノラマ 

アウターパノラマ 
Ver.2 

パラレル 
アウターパノラマ 

■ パラレルアウターパノラマ 

■ アウターパノラマ Ver.2（進化型） 

■ インナーパノラマ 

■ アウターパノラマ Ver.1（初期型） 

Honda車への採用拡大が本格化 

2017モデル向けの開発を完了し、パノラマサンルーフの適用が順次拡大 

パラレルアウターパノラマサンルーフ  
欧州自動車メーカーに提案 

販路拡大 

アウターパノラマサンルーフ 
GEELY GC9に採用 
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技術力 

量産タイミング 

設計・解析・成形技術 
量産化技術 

板金部品加工技術 

量産タイミング 

技術進化 

板金部品製造技術の活用 

エネルギーストレージ展開 

CFRP展開 

裁断積層 

成形工程イメージ 

プリフォーム 

トリミング加工 
成形 

新技術の展開 

CNG車用タンク 

FCV用水素タンク 水素ステーション用蓄圧器 
常用圧力 82MPa 

公称使用圧力 70MPa 
家庭用LPG 
コンポジット容器 

最高充填圧力 20MPa 

耐圧試験圧力 
3MPa 

燃料タンク製造技術の活用 

樹脂ライナー成形＋ 
FW（フィラメントワインディング） 



 二輪部品 
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14 

二輪事業の方向性 

排気系 
58.6% フレーム 

12.4% 

リム 
18.7% 

その他 
10.3% 

キャタライザー（触媒） 

マフラー 

（2016年3月期実績） 

世界最強の 
二輪排気/車体メーカー 

CRF1000L AfricaTwin 

日本初 
アルミテーパー加工技術採用 

大型機種用マフラー初受注 



 完成車事業 
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コンプリートカーをインラインで生産 

● 四日市製作所のライン上で専用装備を 
  組み付け、高い精度を誇る 
● 無駄な部品・作業を排除した 
  高い生産効率で 
  価格抑制に寄与 
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株式会社M-TEC コンプリートカー 
“ Honda S660 MUGEN RA “ 

一般的なコンプリートカー 
（アウトライン架装） 

“第三のコンプリートカー Honda S660 MUGEN RA“ 
（CARトップ2016年7月号特別付録）より当社作成 

MUGEN RA ベース車両 

ベース車×1.3 

ベース車×1.7 



フランツシステム － 移動の喜びをご提供 － 

Honda Magazine 
2016 Autumn － Vol.27 
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「移動の喜びを一人ひとりに」 
Hondaの想いとヤチヨのものづくりで貢献 

お客様と面談し 
体の状態や使い方が異なる 
一人ひとりのニーズに応える 



「お客様に近いクルマづくり」 を拡大 

18 

ヤチヨならではのクルマづくりに特化 
新たな価値を提供 



 トピックス 
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世界での挑戦を継続 
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土田和歌子 金メダルと１秒差４位フィニッシュ 

国際福祉機器展 Hondaブース トークショー出演 

リオパラリンピック 



次世代へのものづくりの伝承 

21 



お客様を四日市製作所にお迎え 

22 
たくさんのお客様の笑顔にお会いできるよう、期待を超える製品をお届けしていきます 
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